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原
作
は
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
で
有
名

な
「
信
太
妻
伝
説
」
に
基
づ
き
、
安
倍
野

の
領
主
安
倍
保
名
に
命
を
助
け
ら
れ
た
女

狐
コ
ル
ハ
が
、
魔
導
師
・
石
川
悪
右
衛
門

に
誘
拐
さ
れ
た
保
名
の
許
婚
・
葛
の
葉
に

化
け
て
と
も
に
暮
ら
し
恩
返
し
を
す
る
が
、

保
名
を
捜
し
歩
く
巡
礼
の
一
行
に
遭
遇
し
、

葛
の
葉
が
生
還
し
た
こ
と
を
知
り
、
魔
力

を
秘
め
た
宝
玉
を
我
が
子
（
後
の
陰
陽
師
、

安
倍
晴
明
）
に
授
け
、
身
を
引
く
犠
牲
の

愛
が
感
涙
を
呼
ぶ
物
語
。

　
第
１
暮
前
半
か
ら
悪
右
衛
門
役
の
豊
島

雄
一
　
（
バ
リ
ト
ン
）
の
歌
唱
は
抜
群
の
迫

力
に
満
ち
、
決
闘
で
対
峙
す
る
保
名
役
の

猪
村
浩
之
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
情
熱
的
な
歌

唱
も
加
わ
り
、
序
盤
か
ら
ド
ラ
マ
を
高
揚

さ
せ
た
。
新
鋭
ソ
プ
ラ
ノ
高
橋
維
の
華
麗

な
ソ
ロ
に
り
Ｉ
ド
さ
れ
る
合
唱
曲
が
多
い

の
も
特
徴
的
で
、
混
声
合
唱
は
狩
人
、
兵

士
、
巡
礼
、
侍
女
、
狐
の
妖
精
な
ど
何
役

も
こ
な
し
大
健
闘
。
第
２
暮
の
冒
頭
で
は
、

平
井
が
天
心
の
精
神
を
次
世
代
へ
継
承
す

べ
く
敢
え
て
加
え
た
、
こ
ぎ
つ
ね
合
唱
団

が
微
笑
ま
し
い
歌
唱
と
演
技
で
魅
了
し
た
。

葛
の
葉
・
コ
ル
ハ
の
二
役
を
務
め
た
菊
地

アリア「月の歌」第2幕第1場

美
奈
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
は
圧
倒
的
な
存
在
感

を
示
し
、
第
２
募
の
秀
逸
の
ア
リ
ア
「
月

の
歌
」
を
情
感
豊
か
に
歌
い
上
げ
聴
衆
に

大
き
な
感
動
を
与
え
た
。
第
３
幕
は
序
盤

の
日
本
情
緒
溢
れ
る
「
コ
ル
ハ
の
子
守
唄
」

か
ら
、
悲
劇
的
な
終
盤
ま
で
、
菊
地
の
歌

唱
や
迫
真
の
演
技
は
出
色
の
出
来
栄
え
で
、

ま
さ
に
独
壇
場
。
さ
ら
に
越
後
高
田
の
賢

女
（
ご
ぜ
）
唄
を
採
り
入
れ
る
な
ど
、
斬

新
な
変
化
に
富
む
平
井
の
音
楽
手
法
が
ド

ラ
マ
を
巧
み
に
展
開
さ
せ
る
。
感
極
ま
る

巡
礼
の
合
唱
、
東
京
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
管
弦

楽
団
の
熱
演
に
も
支
え
ら
れ
、
悲
劇
的
な
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
聴
衆
の
涙
を
誘
い
、
万

雷
の
拍
手
喝
采
で
幕
を
閉
じ
た
。

　
全
幕
を
通
じ
て
、
甘
美
な
愛
と
醜
い
欲

望
の
両
極
を
緩
急
自
在
に
描
写
し
進
行
す

る
音
楽
は
説
得
力
が
あ
り
爽
快
。
内
外
再

演
多
数
の
前
作
「
か
ぐ
や
姫
」
、
「
小
町
百

年
の
恋
」
に
次
ぐ
平
井
の
オ
ペ
ラ
三
作
目

と
あ
り
完
成
度
は
す
こ
ぶ
る
高
く
、
作
品

随
所
か
ら
溢
れ
出
る
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

や
和
声
感
は
特
筆
に
値
す
る
。
第
１
、
２
幕

と
は
趣
を
異
に
す
る
第
３
幕
の
和
心
豊
か

な
作
風
と
の
対
比
は
絶
妙
で
、
天
心
の
よ
尿

西
の
融
合
〃
に
通
じ
る
も
の
が
感
じ
ら
れ

た
。
十
川
稔
の
演
出
は
音
楽
面
の
深
い
洞

察
に
基
づ
き
、
繊
細
な
心
理
描
写
や
ド
ラ

マ
の
起
承
転
結
も
明
解
に
表
現
し
、
矢
口

雅
歌
の
抒
情
的
な
照
明
と
と
も
に
、
日
本

の
美
意
識
を
巧
み
に
捉
え
て
い
た
。
美
術

で
名
高
い
間
合
天
心
の
あ
ま
り
知
ら
れ
ざ

る
偉
業
を
、
世
に
知
ら
し
め
る
機
会
を
実

現
し
た
地
元
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
に
も

賛
辞
を
送
り
た
い
。
　
　
　
　
　
田
辺
善
之
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